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目的：Ａ県内の精神科病院に勤務する看護職者の基本的属性と職業的アイデンティティの実態を把握す

る．

方法：郵送法による質問紙調査を実施．分析は，記述統計，職業的 ID得点の差はｔ検定，一元配置分散分

析を用いて比較した．

結果：11病院から研究協力の回答があり，918名に質問紙を送付．483名（52.6％）から返信があり，有効

回答数は404名（44.0％）であった．本研究対象者の平均年齢44.2±11.2歳であり，厚労省報告と日精看報

告との比較において，男性看護師，准看護師，大学と短期大学を最終学歴としている割合が高かった．ま

た，臨床経験年数では，「20年以上30年未満」が最も多かった．本研究対象者の職業的 ID得点は，68.9±

10.9であった．

結論：Ａ県内の精神科病院に勤務する看護職者は，男性看護師，准看護師，大学と短期大学を最終学歴と

している割合が高く，看護職としての経験年数が長いことが明らかになった．また，基本的属性と職業的

ID得点には有意差は認められなかった．
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．はじめに

今日，精神科医療では，入院期間短縮化や身体

的ケア，社会的入院患者の退院ケアが求められ ，

医師，看護師をはじめ薬剤師，社会福祉士，精神

保健福祉士，臨床心理士，作業療法士，介護福祉

士などの多職種が参入している．そして，患者個々

の治療目的を達成するために，これらの多職種は

連携を通してそれぞれの専門性が問われてい

る ．

精神科看護においては，1995年に精神科認定看

護制度が導入され，現在は10分野の専門分化が進

んでおり，専門化は進展している．しかし，一方

で，厚生労働省の医療機関調整報告（2008年度）

によると，精神科病院に勤務する看護職者は他科

に比べて准看護師，看護補助者の割合が高く ，医

療法による精神科看護師の人員配置は，他科の７

対１に対し15対１であるため，少ない看護師が直

接ケアに当たるという現状がある．また，日本精

神科看護技術協会の意識調査における，精神科看

護は社会的に認められているかという問いに対し

ては，「思わない」という回答が54.3％で半数以上

を占めていた ．もともと社会的評価の低い精神

科の看護師は，自尊心を持ちえず，「精神科看護の

専門性」を確立できない歴史的背景がある と言

われている．

現在，看護の専門性を確立・向上させる一つの

方法 として位置付けられている職業的アイデン

ティティ（以下，職業的 ID）の研究が行われてい

る．職業的 IDは「看護師であることの意味や働く

ことの意味といった観念に関連したもの」 や

「職業と自己一体意識」 と定義されており，看

護師としての専門職化には不可欠な要素といわれ

ている．また，職業的 IDは看護観を象徴する
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と言われ，グレック は職業的 IDの概念を看護

実践の基礎となる価値や信念として捉えることの

重要性を指摘している．さらに，「職業的 IDの向

上は看護師が専門職となるために必要不可欠であ

る」 といわれている．このことから，看護師の専

門性の向上において，職業的 IDに着目すること

は意味あることといえる．

他科に勤務する看護師を対象とした職業的 ID

の研究 では，年齢，経験年数，職位といった

基本的属性は職業的 IDの影響要因であることが

明らかにされている．しかし，精神科看護師につ

いて明らかにしている研究は僅少である．

そこで，本研究では，精神科看護の専門性向上

の足掛かりとして，精神科に勤務する看護職者の

職業的アイデンティティの実態を把握することを

目的とする．

．用語の操作的定義

看護師の職業的アイデンティティとは，看護師

の価値，信念，目標，関心，才能を含み，看護師

であることの意味や看護師として働くことの意味

といった観念に関連した主観的な感覚，と定義す

る．

．研究目的

Ａ県内の精神科病院に勤務する看護職者の基本

的属性と職業的アイデンティティの実態を把握す

る．

．研究方法

１．対象者

Ａ県内の精神科病院に勤務する看護職者（看護

師・准看護師）．

調査対象に准看護師を含めた理由は，精神科病

院で看護業務に従事する准看護師の割合が高い現

状にあるためである．

２．調査方法

社団法人日本精神科病院協会に加盟している精

神科病院と県立の精神科病院，精神科病棟を有す

る国立病院の看護部長等の看護管理者宛に調査依

頼文と同意確認書を郵送し，同意の得られた病院

に勤務する看護職を対象者として郵送法による質

問紙調査を実施した．質問紙は看護管理者を経由

して看護職に配布し，回答者本人から個別に専用

封筒を用いて返信を依頼した．

３．質問紙の構成

質問紙は，対象者の基本的属性と佐々木ら に

よって開発された職業的アイデンティティ尺度

（The Professional Identity Scale for Nurses:

PISN）により構成した．

１）対象者の基本的属性

年齢，性別，資格，最終学歴，臨床経験年数，

精神科臨床経験年数，職位，を調査した．

２）職業的アイデンティティ尺度（以下，PISN）

PISNは，Chronbach係数は0.84と高く，主因

子分析，Ｇ-Ｐ分析の結果からも内的整合性のある

一次元性の尺度であることが確認されている．第

１因子は「自尊感情」，第２因子「連続性」，第３

因子「斉一性」，第４因子「自己信頼」，第５因子

「適応感」の５つの下位尺度からなり，全20項目

から構成されている．尺度は「あてはまる」～「あ

てはまらない」の５段階評価を点数化し，20項目

の合計得点を集計した．得点範囲は20～100点であ

り，得点が高いほど職業的アイデンティティが高

いことを意味する．

４．分析方法

対象者の基本的属性は，対象を区分し記述統計

を行い，厚生労働省の医療機関調整報告（2008)

（以下，厚労省報告），日本精神科看護技術協会報

告（2008)（以下，日精看報告）と比較した．PISN

に関しては，Shapiro-wilk検定にて正規性の確認
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後，個人属性別の職業的 ID得点の差はｔ検定，一

元配置分散分析を用いて比較した．統計的検定は

統計ソフトSPSS19.0for Windows を使用し，

有意水準は５％未満（p＜0.05）とした．

５．調査期間

2010年10月～11月

．倫理的配慮

看護管理者および対象者には研究の趣旨，研究

参加と中断の自由，匿名性の保持，個人や病院が

特定されないように統計処理し研究目的以外には

使用しないこと，公表の仕方等について書面にて

説明し，無記名による専用封筒での質問紙の返信

をもって同意とした．

なお，PISNは著者からの許可を得て使用した．

また，本研究は，群馬県立県民健康科学大学の倫

理委員会の承認を得て実施した．

．結 果

１．質問紙の配布と回収状況

Ａ県内の11病院から研究協力の回答があり，勤

務する看護職918名に質問紙を送付した．回答数

は483名（52.6％）であり，有効回答数は404名

（44.0％）であった．

２．対象者の基本的属性（表１）

１）年代

年代は，「20歳代」46名（11.4％），「30歳代」103

名（25.5％），「40歳代」100名（24.8％），「50歳代」

129名（31.9％），「60歳代」24名（5.9％），「70歳

代以上」２名（0.5％）であり，平均年齢は44.2±

11.2歳であった．

２）性別

性別は，「男性」151名（37.4％），「女性」253名

（62.6％）であった．

３）資格

資格は，「看護師」291名（72.0％），「准看護師」

113名（28.0％）であった．

４）最終学歴

最終学歴は，「高等看護学校（看護専門学校）」

287名（71.0％），「短期大学」21名（5.2％），「大

学」17名（4.2％），「大学院（修士課程）」１名

（0.3％），「その他」78名（19.3％）であった．

５）臨床経験年数

看護職としての臨床経験年数は，「５年未満」43

名（10.6％），「５年以上10年未満」83名（20.5％），

10年以上20年未満」92名（22.8％），「20年以上30

年未満」106名（26.2％），「30年以上」80名（19.8％）

であった．臨床経験年数は１年から47年であり，

平均は18.1±11.1年であった．

表１ 基本的属性 Ｎ＝404

区分 人数 ％

年代 20歳代 46 11.4

30歳代 103 25.5

40歳代 100 24.8

50歳代 129 31.9

60歳代 24 5.9

70歳代 2 0.5

性別 男性 151 37.4

女性 253 62.6

資格 看護師 291 72.0

准看護師 113 28.0

最終学歴 高等看護学校（看護専門学校） 287 71.0

短期大学 21 5.2

大学 17 4.2

大学院（修士課程） 1 0.3

その他 78 19.3

臨床経験年数 ５年未満 43 10.6

５年以上10年未満 83 20.5

10年以上20年未満 92 22.8

20年以上30年未満 106 26.2

30年以上 80 19.8

精神科経験年数 １年未満 20 5.0

１年以上３年未満 42 10.4

３年以上５年未満 50 12.4

５年以上10年未満 84 20.8

10年以上20年未満 119 29.5

20年以上30年未満 56 13.9

30年以上 33 8.2

職位 スタッフ 287 71.0

主任 52 12.9

師長 23 5.7

看護管理者 42 10.4
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６）精神科経験年数

精神科看護職としての経験年数は，「１年未満」

20名（5.0％），「１年以上３年未満」42名（10.4％），

「３年以上５年未満」50名（12.4％），「５年以上

10年未満」84名（20.8％），「10年以上20年未満」

119名（29.5％），「20年 以 上30年 未 満」56名

（13.9％），「30年以上」33名（8.2％）であった．

精神科経験年数は１年から46年であり，平均は

12.9±9.8年であった．

７）職位

職位は，「スタッフ」287名（71.0％），「主任」

52名（12.9％），「師長」23名（5.7％），「看護管理

者」42名（10.4％）であった．

３．基本的属性と職業的 ID得点の関連（表２）

本研究対象者の職業的 ID得点は，68.9±10.9

であった．

１）年代別と職業的 ID得点

「20歳代」67.2±13.1，「30歳代」67.7±11.5，

「40歳代」69.0±10.2，「50歳代」70.0±9.0，「60

歳代」70.5±14.1，「70歳代」78.5±14.9であった．

２）性別と職業的 ID得点

「男性」68.7±10.4，「女性」69.1±11.2であっ

た．

３）資格と職業的 ID得点

「看護師」69.4±10.6，「准看護師」67.8±11.5

であった．

４）臨床経験年数と職業的 ID得点

臨床経験年数「５年未満」65.6±12.7，「５年以

上10年未満」68.7±11.0，「10年以上20年未満」

69.1±11.1，「20年以上30年未満」68.6±9.7，「30

年以上」71.3±10.6であった．

５）精神科経験年数と職業的 ID得点

精神科経験年数「１年未満」64.2±11.0，「１年

以上３年未満」67.3±11.8，「３年以上５年未満」

68.2±9.2，「５年以上10年未満」68.8±10.0，「10

年以上20年未満」71.0±11.6，「20年以上30年未満」

68.5±10.8，「30年以上」68.6±10.8であった．

６）職位と職業的 ID得点

「スタッフ」68.1±11.2，「主任」71.9±9.6，

「師長」71.4±9.4，「その他」の職位69.9±10.3

であった．

以上のことから，本研究対象者の基本的属性と

職業的 ID得点には，有意差は認められなかった．

．考 察

１．精神科看護職者の基本的属性

本研究対象者の年代は，「50歳代」が最も多く，

次いで「30歳代」，「40歳代」で全体の８割を占め，

平均年齢は44.2±11.2歳であった．厚労省報告の

平均年齢（38.0歳）と比較すると6.2歳高かった．

本研究対象者の年代は，20歳代の割合が低く，厚

労省報告と同様であった．また，日精看報告では，

平均年齢44.7歳であり，50歳代，40歳代の順で割

合は高く，20歳代の割合が低いという結果であっ

表２ 基本的属性と職業的 ID得点 Ｎ＝404

区 分
職業的 ID
 

mean  SD

年代 20歳代 67.2 13.1

30歳代 67.7 11.5

40歳代 69.0 10.2

50歳代 70.0 9.0 n.s

60歳代 70.5 14.1

70歳代 78.5 14.9

性別 男性 68.7 10.4

女性 69.1 11.2 n.s

資格 看護師 69.4 10.6

准看護師 67.8 11.5 n.s

臨床経験年数 ５年未満 65.6 12.7

５年以上10年未満 68.7 11.0

10年以上20年未満 69.1 11.1 n.s

20年以上30年未満 68.6 9.7

30年以上 71.3 10.6

精神科経験年数 １年未満 64.2 11.0

１年以上３年未満 67.3 11.8

３年以上５年未満 68.2 9.2

５年以上10年未満 68.8 10.0 n.s

10年以上20年未満 71.0 11.6

20年以上30年未満 68.5 10.8

30年以上 68.6 10.8

職位 スタッフ 68.1 11.2

主任 71.9 9.6

師長 71.4 9.4 n.s

看護管理者 69.9 10.3

一元配置分散分析，ｔ検定 ＊：p＜.05 n.s：not significant
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たが，その結果とも同様の傾向を示していた．

「男性」の看護職の割合（37.4％）を厚労省報

告と比較すると（5.4％）７倍と高く，さらに，日

精看報告（28.8％）との比較においても高かった．

資格では，看護職の割合を厚労省報告と比較す

ると（看護師80.7％，准看護師19.3％），准看護師

の割合は高く，看護師の割合は低かった．日精看

報告の看護師の割合（77.9％）と准看護師の割合

（22.1％）の結果も同様であった．

最終学歴は，「高等看護学校（看護専門学校）」

が７割を占め，「その他」は約２割，「短期大学」，

「大学」を合わせて約１割であった．日精看報告

と比較しても，「看護師養成所３年課程」の割合は

約４割を占めていたことから，高等看護学校（看

護専門学校）卒業が多かった．さらに，本研究対

象者の最終学歴は大学と短期大学合わせて9.4％

であり，日精看報告書の4.5％よりも高い割合を示

していた．

臨床経験年数では，「20年以上30年未満」が最も

多く，次いで「10年以上20年未満」であった．10

年以上の臨床経験を持つ看護職者が全体の約半数

を占め，平均臨床経験年数は18.1±11.1年であっ

た．また，精神科経験年数では，「10年以上20年未

満」が最も多く，次いで「５年以上10年未満」で

あり，合わせて全体の半数を占めていた．これら

のことから，本研究対象者は，看護職としての経

験年数が長いことがうかがえた．

以上のことから，本研究対象者は，厚労省報告

と日精看報告との比較において，男性看護師，准

看護師の割合，大学と短期大学を最終学歴として

いる割合が高く，看護職としての経験年数が長い

ことも明らかになった．

２．基本的属性と職業的 ID得点の関連

本研究対象者の年代別，臨床経験年数別の職業

的 ID得点は，他科の看護職を対象とした池田

ら の先行研究結果よりも高い得点であった．こ

のことから，本研究対象者は年代別，臨床経験年

数別において，職業的 ID得点が高いことが示唆

された．さらに，本研究対象者の職業的 ID得点

は，精神科看護師を対象とした糠信ら の研究の

職業的 ID得点（64.0±11.1）と比較しても高い得

点であった．このことから，本研究対象者は糠信

らの対象とした精神科病院に勤務する看護師と比

較し，職業的 ID得点が高いことが示唆された．

本研究対象者の「年代」「性別」「資格」「最終学

歴」「臨床経験年数」「精神科経験年数」「職位」と

いう基本的属性と職業的 ID得点の間には有意差

は認められなかった．先行研究からは，職業的 ID

に関連する要因として基本的属性が指摘されてい

るが，本研究結果においてこれは支持されなかっ

た．したがって，本研究対象者において，基本的

属性は職業的 ID得点に関連する要因ではないこ

とが示唆された．

本研究の調査に使用したPISNは，「自尊感情」

「連続性」「斉一性」「自己信頼」「適応感」の５つ

の下位尺度からなり，「適応感」の相関係数が

0.73（p＜0.05）であり，PISNと最も相関のある

尺度である．適応感とは，看護師という職業が自

分に合っているという感覚と定義されている．

Eriksonは職業的 IDを個人のアイデンティティ

形成の一側面であり，職業の集団のもつ規範や価

値体系との相互作用の中で自覚される主観的な感

覚としている ．このことから，本研究対象者は，

精神科看護が看護師である自分に合っているとい

う感覚を持っていることが示唆される．現在配属

されている部署への適応感との関連を検討した研

究からは，現在の配属場所に適していると感じて

いる者の職務満足度が適していないと感じている

者より有意に高いと報告されている ．このこ

とから，職場への適応感や職務満足度が精神科看

護職者の職業的 IDに関連する要因であることが

考えられた．
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．結 論

Ａ県の精神科看護職者の実態調査から以下の点

が把握できた．

１．対象者の平均年齢は，44.2±11.2歳であり，

臨床経験年数では，「20年以上30年未満」が最も

多かった．

２．性別では男性看護師の割合，資格別では准看

護師の割合が高かった．最終学歴では，大学と

短期大学の割合は約１割を占め，日精看報告と

比較して高かった．

３．年齢，性別，資格，臨床経験年数，精神科経

験年数，職位といった基本的属性と職業的 ID

得点には有意差は認められなかった．

．研究の限界と今後の課題

本研究では，Ａ県内の精神科看護職者を対象に

基本的属性と職業的 ID得点のみの調査を行っ

た．調査に使用したPISNは，他科の看護師を対

象に作成された尺度であり，精神科領域での活用

は少なく，今回の結果と比較するには限界があっ

た．

本研究より，適応感と職業的 IDの関連が考え

られた．職場環境への適応感や職務満足度と職業

的 IDの関連を調査し，精神科看護職の専門性の

向上につなげていきたい．
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The Reality of the Professional Identity
 

of Psychiatric Nurses in A Prefecture
 

Yoshie Takebuchi,Yoshiko Sakai,Tadashi Sekine and Fumiko Tamura
 

Gunma Prefectural College of Health Sciences

 

Objectives:The purpose of this study was to clarify the reality of the basic attributes and professional
 

identity of nurses who work in psychiatric hospital in A prefecture.

Methods:Questionnaire survey was conducted by mail subject to the nurses who work in psychiatric
 

hospitals in A prefecture(licensed nurse,practical nurses). The data was analyzed,descriptive statistics,

difference of professional ID score were compared using t-test and one-way analysis of variance.

Results:There were11respondents from the hospital to research cooperation in A prefecture. There is
 

a reply from483(52.6％)and the number of valid responses was404(44.0％). Study subjects has mean
 

age 44.2±11.2years old, compared to the Ministry of Health, Labour and Welfare report and the
 

Japanese Psychiatric Nurses Association report,has a high proportion of male nurses,practical nurses,

has a high proportion of university and junior college as the last education level. In addition,the number
 

of years of clinical experience,was the most “less than 30years more than 20years.” Professional ID
 

score of study subjects was 68.9±10.9.

Conclusion:The high rate are man nurses, practical nurse, university and junior college as the last
 

education level the nurses working in psychiatric hospitals in A prefecture,further the number of years
 

of experience as nursing long. In addition, there were no significance between basic attributes and
 

professional ID score.

Key words:psychiatric nurses,professional identity,The Professional Identity
 

Scale for Nurses (PISN)
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